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高温条件下におけるチューリップ花の表色*
樋
? ?、?? 巌
(山形大学農学部園芸繁殖学研究室)
(昭和伊年8月31日受領)
Color， specification of. tulip ，flowers， under higher temperature conditions 
Iwao HIURA 
(Laboratory of Horticultural Breeding and Propagation， Faculty of 
Agriculture， Yamagata University， Tsuruoka Japan.) 
近年，園芸作物にあっては，促成あるいは抑制栽培面積が増大しているが，このような
栽増条件下の植物は，果して正常な形質発現をしてトるか問題がある.すなわち，花井類
作物にあっては，その花色発現が，促成あるいは抑制条件下にあって，変形され，また当
然そめ品種間差異も考えられよう.一方育種的見地からは，このような作物群に対して
はp 今後特殊栽培技術と結びついた育種目標の設定が考慮されるべきものと思われる.こ
のような陶題の解明に必要な基礎資料を得るために，今回は，花色の異常温度下におけ;る
発現め様子に色彩学的検討を加え↑た.
なお，本研究の遂行にあたり，協力していただいた八杉賢二氏に深く謝意を表する.
材 l 料・方 、法
実験は，鉢栽培により 2囲 (1967，1968年)にわたり行なわれ，温度処理は，コイトト
ロン，KG型内で行なった.
品種は，赤色系統に限定し，そのうち 3品種 (RedMatador :品種番号 No.， 2， Cra-
moisii Bril1ant ;品種番号 No.3， Utopia;品種番号 No.7)は" 2回の実験』乙供せら
れ，その他に 4品種 (Vander Eerden ;品種番号 No.5， Feu Brillant :品種番号 No.6，
Paul Richter :品種番号 No.8， Clara Butt :品種番号 No.16).を1回のみの実験に供
した.
処理視度条件としては，ノーズが地上部にあらわれたものを，第1年次は150C，第2年
次は170Cの恒温状態下に搬入し， その後花弁の未発色期(開花前約713，'早期処理区)と
開花開始期(開花期処理区)から，第 1年次は250C，第2年次は300Cの高温状態をそれぞ
れ与え，その後の発色を観察した(これらの高温は，いずれも著者1)が既に明らかに片た，
実生根伸長の不適温度230Cより高い温度である).なお，標準区として，高温処理を与えな
い区を設定した
測色方法:第1年次は，精密型光電色沢計(東芝製)を用い，測定値は次式により変換
した.
L=10Yl/，2 
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a = 17.5 (1.02 X _ Y)jYl/2 
b=7.0 (Y -0.847 Z)jY1/2 
第2年次は， iJllJ色色差計(日本電色製)を用い，直接 a・b・Lを測定した.
これら 3数値は，さらに次式により数値変換を行ない，得られた色彩の 3属性に基づ
き，実験結果を検討した.
色相トド=司ta創n昨1
なお，調IJ色には，外子Fのみを用い，外側色(脊軸側の包)と内側色(向軸側の色)を，
それぞれ区別して行なった.
結果と考察 t
l 第1年次 (1967年)(第1表)
(1) 明度
花弁に発色のみられない早期から高温状態におかれたものは(早期処理区);明度値が上
がり，淡色化し色素形成がおさえられたもの (No.5:外側・内側， No. 7:外側・内側，J;
No.6 :内側)，逆に明度値が下がり暗色化し色素形成が促進されたもの (No.6:外側)， 'i.' 
た明度値に，ほとんど変化なく，高温の影響のなかったもの (No.2:外側・内側， No.:3: 
外側、・内仮1)の 3種類の効果が区別されたが， 'No.6を除いては，いずれも[外側と内側J
とは発色に対し同一反応を示した.No.6の反応は，品種特性とも考えられるが，今後の
検討が必要である.
花弁に発色がみられ始める開花始期から高温状態におかれたものは(開花期処理底)，ほ
とんど高温の影響はみられず，わずかに， NO.6の外側色に明度の暗化がみられた.これ
も，品種特性とも考えられるもので，今後の検討が必要である.
(2) 彩度 '
早期処理区にあって 3種類の反応があらわれたが， No.6を除いて，外側!と内側とは，
それぞれ異なる反応を示した.これは，先に著者が示した報告2.3)と一致するもので，そ
して花弁の外側と内側の高温処理に対する反応の違いは，主として，彩度にあらわれ;5ど
とがこれでわかった
開花期処理区は， No.7':外側・内側， No. 6:内側を除いて，ほとんど高温め影響がみ
られなかった.
(3) 色相
早期処理・開花期処理区ともに， No. 6:外側をのぞいて，ほとんど高混の影響がみら
れなかった.
ぐ E 第2年次 (1968年)(第2表)
. (1) 明度
、¥
早期処理区にあっては， No. 3:内側， No. 5:外側・内側は，高温の影響がみられなか
ったが，他の品種は，すべて明度値は上がり淡色化を示した. しかfし，外側と内側の温度
反応は， No.3を除いて同一傾向であった.
開花期処理区にあっては， No. 8:外側， No. 16:外側・内側は，淡色イビを示したが，
他の品種には，高温の影響がみられなかった.しかし，外側と内側の温度反応は， No. 
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第'1表 1967年決IJ色結果
色 彩 早期処理l 関花期処理
品種 (番 号) iJllJ色部位 標準 区
|反応差 値 |反応差三 属性 {直
Red Matador 外内 側 z 明度い 39.83 36.81 土 38.88 ! "土(No;2) 39.02 39.63 ± 38;97" 1 士
Cramoisii Brillanf' 外内 側 1 27.04 28.74 土 '28;16日 :!: (No.3) 30.07 29.01 土 30.18"ピ + 
(UNt0o. pia 外内 伺側IJ I! 39.75 45.46 + 40.12" I 土7) 38.16 40.94 + 39.83山 + 
V an der' Eerden 外内 側 I! 35.87 41.07 + ，37.23， + (No.， 5) 35.85 40.19 + 35.86， 土
Feu Brillant 外内 側 グ 37.58 32.50 33.06， ， (No.6) 31.97 35.92 + 34.66 ± 
No.2 外内 側 彩度 40.08 48.9τ + 39.34 ± 55.07 56.78 土 53.60" + 
No.3 外内 {iHR|j  ‘ I! 29.24 33.91 + 30.74 ± 44.37 47.20 ± 45.38 + 
No.7 外内 f側~IJ 42.10 35.09 ， 37.92 I! 43.42 43.14 + 47.36 " 十
No.5 外内 側倶ij I! 30.06 34.01 + 40.29 十46.27 43.69 ， 土 45.81 ± 
No.6 外内 側IJ"
35.56 33.72 ± 35.48 ± I! 41.91 45.37 土 41:35' i 十
No.2 外内 側 !色相 0.28 0.208 l 土 0.26 土0.46 0.4 + 0.45 + 
No.3 外内 側fj¥1] " グ
0.36 0.33 士 0.39 ± 
0.37 0.35 土 0.40' ± 
No.7 外内 側{H15i グ 0.15 0.21， 土 0.17 土0.37 0.37"， 土 0.39 ，; ± 
No. .5 外内 側{目1] グ 0.20 0.17 ]土 0.12 + 0.23 0.22 土 0.25 + 
No.6 外内 側 i 0.19 0.46 十 0.34 十I! 0.32 0.34 土 0:34'日 土
反応差:処理区の1直一標準区の値
明度・彩度は差が3以下，色相は差が0.09以下を土とした.
NO.7を除いて同一傾向であった.
2年経続して実験に供せられた品種にあって，前年と異なった反応を示したものがあっ
たが"これは，温度処理開始時の植物体の生理的状件を一定にすることの困難性と，淑IJ色
器機の違いによる誤差が考えられるが，さらに検討が必要である.
I (2).彩度
早期ならびに開花期のいずれの処理区にあっても，一定の傾向は，みとめられず，彩度
値の培 ・減 ・無の 3反応がみられ，外側と内側との反応にも一定の側向は，みられなかっ
た.
， .(3)色相
両高温処理区ともに，ほとんど高温の影響は，みとめられなかったが 2年経続して実
験に供せられた品種のうち 2件 (No.;2，:外側， 'No.7:外filJ)，，f乙前年ち異怠る反応を示す
ものがあり，さらに， No. 6， No. 16のように，一般品種と異なった品種特性と思われる
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第2表 1968年iJlI色結果
色 。彩 早 期処理 開花期処理
品 種(番 号) iJlI色部位
三属性
標準区
値 |反応差 i直 |反応差
Red Matador 外内 側l 376 .3 50 .1 十‘ 39.9 B 牛(No.2)' ， 明度 36.0 40.2 +: 36.6" ± 
Cramaisii 'Bdllaut 
外内 側1M" グ
30.7 351 .8 +， ， 30'.3" l' 士
(No.3) 28.5 31.7 士 I 28.5' 土
(1N1t0.h?a ) 外内 側 1 39.4 49.5 + 41.7' 十33.5 39.0 十 37.1 + 
Paul Richter 外内 側 。 37.8 36.8 :!:I ，; 42:2 " -ト(No; 8) 32.3 32.3 ± 32.0 :!: 
Clara Butt 外内 {倶目|トi' 61.5 68.3 +. 69.3' ， + 
(No. 16) 
11 45.5 64.7 + 65.0 ' + 
No.2 外内 側 i、 38.89 38.97 土 37.4 士彩度 48.33 53.30 十 48.60 ' 土
外内 側'1'1， 36.26 45.51 十 42.87 十No;a 1 43.41 51.54 .+ 49.23 + 
外内 伺側~ 34.98 25.33 24，55 No..7 グ 42.40 43.66 土 39.52川 十
外内 {側目|j1 J 1 1 40.86 38.85 i土 36.66 7 No.8 1 46.60 46.85 + 46.3 土
No.16 外内 側i:
12.17 7.02 !十 9?.05 7t + 1 30.15 8.16 + 9.56' 十
No.2， 外内 側 i 色相 0.26 0.59 十 0.16 ± 0.41 ' 0.50 + 0.44 + 
No..3 外内 側i "r) グ 0.31 0.34 ± 0.25 + 0.32 0.30 土 0.27 ± 
外内 側IJ' 0.16 0.05 t g:g~， ， No.7， 1 ，1， 0.30 0;30 ± 土
No. .8 外内 ! 倶伺 l 0.45 0.30 !土 Ol~~ ， 土グ 0.40 0.34 土 土0.35 
No.16 外内 側 0.35 0.85 十 -3.28 7 + 1 0.16 0.69 十 0.87 + 
反応がみられた.
摘 要
2チチユ-リ似iツ:ア買矛T花の高j温昆処理により坐ずる表色反応について次のような結果カが2得られた.し一二子よ
1.花弁に発色のみられな vい、膏期に高温処理 (2部50C円~3叩00C)をじた際，表色に対する!影
響は，色彩三属性のうちの明度・彩度にあらわれ，色相には，ほとんど影響がみ広れな
u、.
2.花弁に発色の始まる時期以降の高温処理は;ιf般には，ほどんど表色に影響を与語
なU、.
3.高温処理により生ずる花弁の外側!と内側の表色反応に対する違いは， ，彩度にあ1らわ
れるものと恩われる.
， 4.品種特性どじでの高温に対する表色反応の存在性が推定される.
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Summary 
Tulip flowers under higher temperature condition (250 or 300C) gave the 
fol1owing results about color specification. 
1. Effects of higher temperature on the uncolored flower-bud were revealed 
in the two attributes (lightness and saturation) of color. 
2. The color specification was litle affected by the higher temperature for 
flowering period. 
3. The differences of temperature reaction between adaxial and abaxial 
side in petals were arisen from the saturation attribute. 
4. There appeared to be possible to varietal differences of temperature 
reaction on color specification. 
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